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1. はじめに 

近年、インターネットや電子文書の普及

により、様々な表現技法や言い回し方が存

在するようになった。新たな単語や言葉

（新語）が増加してきており、また既存の

言葉にも新たな意味、用法（新語義）が存

在してきている。そこで重要となるのが辞

書の改善、作成であり、その新語や新語義

を見つけ出す必要がある。 

本稿では、日本語の用例文集合と辞書定

義文を用いたトピックモデルに基づく新語

義検出を行う。対象単語の用例文集合から

得られたトピック行列に対し、辞書の語義

に対応するトピックが存在するのかを表す

評価値の計算により、新語義を含むトピッ

クの推定を行う。 

既存研究では英語の用例文で実験が行わ

れていたため、予備実験として日本語の用

例文集合に対する新語義検出実験を行っ

た。その結果、日本語辞書では新語義検出

の効果があまり出ていないことが分かっ

た。辞書定義文だけでは情報が少ないこと

が原因だと考えられるので、各語義の語釈

文に用例文を追加して新語義推定実験を試

みる。語義とトピックの対応関係を示す評

価値の計算によって、新語義を含む用例文

の検出可能性について検証するとともに、

用例文を追加した語義定義文を用いた場合

の新語義検出精度を検証する。 

 

2. トピックモデルに基づく新

語義検出手法 

本稿では、対象単語に対して新語義が含

まれる用例文集合を実験データとして使用

する。用例文を単語毎に分け、その頻度を

要素とする行列データを作成する。この行

列に対し、Hierarchical Dirichlet Process

（HDP）を用いてトピックモデルを作成

する。得られたトピックと岩波国語辞典の

定義文との類似性を求めるために、

Jensen-Shannonダイバージェンス（JS

距離）による単語類似度の計算手法を用い

て各トピックに語義を割り当てる。トピッ

クに対応する語義が存在しなければ、辞書

未記載の語義を使用した用例文が存在する

と考えられる。 

 

2.1 トピックモデルの作成 

 実験データとして、Semeval2010日本

語WSDタスクの用例文を使用する。新語

義を含む 6単語を対象単語とし、各単語に

ついて与えられた 50件の訓練データと 50

件のテストデータをまとめた用例文集合を

用いる。この用例文集合に対して、

MeCabを用いて各用例文から名詞、動

詞、形容詞(以下単語とする)を抽出する。

各単語に対して頻度を求めて、各単語の頻

度を要素とするベクトルを計算し、行列デ

ータ作成する（図 1）。 
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図 1：行列データと登録単語の作成 

 

この行列に対してHDPを実行し、トピ

ックモデルを作成する（図 2）。 

 

図 2：トピックモデルの作成 

 

2.2 トピックへの語義の割り当て 

 HDPによって得られた各トピックに対

し、岩波国語辞典の語義を割り当てる。ト

ピックと辞書定義文の類似度は JS距離を

用いて求める。類似度 simは、語義𝑠𝑖の定

義文に含まれる単語集合 S、トピック𝑡𝑗で

出現する単語集合 Tとすると、以下のよう

に定義される。 

sim(𝑠𝑖 , 𝑡𝑗) = 1 − JS(𝑆||𝑇) 

類似度 simの値から、トピックと語義の類

似度を推定することができる。この値が大

きいほど、トピックと語義が類似している

と推測することができる。一方でその値が

小さいほど、そのトピックと語義が類似せ

ず、意味合いが異なることが推測される。 

 

2.3 新語義判定のための評価関数 

 2.2節で計算した類似度を利用して、辞

書にない新語義が含まれているのかどうか

を推定する。その新語義判定の計算方法

は、以下のように定義される。 

ts-affinity(𝑡𝑗) =
∑ sim(𝑠𝑖, 𝑡𝑗)

𝑆
𝑖

∑ ∑ sim(𝑠𝑘, 𝑡𝑙)
𝑆
𝑘

𝑇
𝑙

 

この値を用いて新語義が含まれているかど

うかを推定する。この値が大きいほど、ト

ピック𝑡𝑗にはふさわしい語義が存在すると

推測することができる。一方で、この値が

小さいほど、トピック𝑡𝑗にはふさわしい語

義がないということになり、そのトピック

に含まれる用例文は新しい意味で使用され

ているということが推測される。本稿では

その小さい値に注目し、得られたトピック

に新語義を使用した用例文が含まれている

かどうかを検証する。 

 

3 用例を追加した辞書定義

文を用いた新語義検出 
 本節では、岩波国語辞典の辞書定義文に

用例文を追加し、語義情報を拡張する。各

語義定義文に、訓練データを形態素解析し

た単語（名詞、動詞、形容詞）を追加す

る。拡張された辞書定義文を用いて、トピ

ックとの類似度 simを計算する。類似度

simから評価値 ts-affinityを計算し、トピ

ックに新語義が存在するかどうか判定す

る。 

 

4 実験 
4.1 使用データ 

 本実験では、Semeval2010日本語WSD

タスクの用例文集合を使用する。本稿で
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は、新語義が含まれる 6単語(「あげる」、

「意味」、「手」、「始める」、「前」、「求め

る」)を対象として実験を行った。各対象

単語について、訓練データとテストデータ

として与えられた 100用例を使用して、ト

ピックモデルを求めた。 

 

5 実験結果 
 2.1節で作成したトピックモデルを用い

て語義との類似度を求め、新語義判定実験

を行った。その結果の一部を表１に示す。 

 

表 1：対象単語「あげる」の各トピックに

対する評価値 

トピック 0 = 0.056583 

トピック 1 = 0.056980 

トピック 2 = 0.058187 

トピック 3 = 0.059152 

トピック 4 = 0.059434 

トピック 5 = 0.058534 

・・・ 

 

上の表 1の結果から、トピック 0と 1の

評価値が比較的小さかったので、これらの

トピックと新語義用例を見比べ、適切なト

ピックが選ばれたかどうか調査した。今

回、新語義が含まれている文書は、それぞ

れトピック 1に属していたので、新語義評

価の結果とマッチしている。同様に新語義

が含まれる 6単語において、岩波国語辞典

の辞書定義文に用例文を追加する前と後

で、適切なトピックが選出できたかどうか

の比較結果を以下に示す（表 2）。 

 

 

 

表 2：新語義用例数における新語義評価の

結果とトピック番号の合致数 

対象単語 追加前 追加後 

あげる 0/2 0/2 

意味 0/1 0/1 

手 0/3 0/3 

始める 2/2 0/2 

前 0/7 7/7 

求める 0/1 0/1 

 

6 考察 
表 2の結果から、辞書に用例文を追加す

る前と後で精度が向上していることがわか

ったが、その向上は大幅なものではなかっ

た。その原因としては、もともと評価関数

の計算手法が日本語ではなく英語に対して

の計算手法だからだと推測されるため、評

価関数の計算手法を日本語でも当てはまる

ように見直す必要がある。岩波国語辞典に

は語義定義文に名詞単語が少ないことか

ら、適切に語義とトピックとの類似性を計

算できていないと考えられる。また、ただ

単に岩波国語辞典に訓練データの単語を後

ろに付け加えるのではなく、対象単語の前

後数単語を追加することで有効な語義の特

徴が得られるのではないかと考えられる。 

もし仮に、評価関数の値が突出して小さ

いトピックが得られたとすれば、新語義を

含む用例文が一つのトピックにほとんど集

中しているため、そのトピックに高い確率

で新語義が含まれている可能性があると推

測できる。だが、トピックによっては用例文

の数が異なるため、新語義を見つけにくい

場合がある。以下にそのトピックに含まれ

る用例文の数と、新語義を含む用例文の数

の内訳を示す（表 3）。
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表 3：それぞれの用例文の数の内訳 

対象単語 

（トピック番号） 

新語義を含む用例文の数 そのトピックに含まれる

用例文の数 

確率 

あげる（1） 2 17 2/17 

意味（8） 1 4 1/4 

手（1） 3 5 3/5 

始める（0） 2 46 1/23 

前（1）  7 9 7/9 

求める（9） 1 2 1/2 

実験結果では、対象単語「始める」だけ

が新語義評価でのトピック番号と、実際の

新語義が含まれている用例文のトピック番

号が合致していた。しかし、仮に評価関数

の計算結果が正しいとすれば、対象単語

「あげる」の場合、そのトピックに含まれ

る用例文の数が 17個であるから、残りの

83個には新語義が含まれていないことが

分かり、17個の用例文を調べるだけで新

語義を含む用例文を検出することが可能で

ある。他の対象単語も同様に、比較的高い

確率で新語義を含む用例文を抽出すること

ができるため、評価関数の計算結果が正し

いものであれば新語義を含む用例文を比較

的高い確率で抽出できると考えられる。 

 

7 おわりに 
本論文では、日本語の用例文集合と辞書

の語釈文を用いたトピックモデルに基づく

新語義検出を行った。実験の結果、辞書に

用例文を追加したほうが、新語義を含む用

例文を見つける精度が向上していることが

わかった。また評価関数の計算結果が正し

いものだとすれば、比較的高い確率で新語

義を含む用例文を抽出できることも分かっ

た。正しい結果が得られない原因として

は、辞書定義文とは関係のない単語の追加

が考えられる。したがって、更なる検出性

能の向上を目指すには、ただ単に岩波国語

辞典に訓練データの単語を後ろに付け加え

て実験を行うのではなく、前後数単語のよ

うに単語を厳選する必要があると考えられ

る。また今回は六つの単語でしか実験を行

っていないため、さらに実験対象とする単

語数を増やし、考察を深める予定である。 
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